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序

燭驚
▲
勢

　塩那道路（県道中塩原板室那須線）は，我が国の代表的な観光地である日光国

立公園に位置し，塩原温泉と板室温泉を結ぶ延長50．8kmの出岳道路であり，こ

の間，標高1，908mの大佐飛山を主峰とする山塊の鹿ノ遵依（1，817m），男鹿岳

（1，777m）などの山々の尾根を通り，沿線は動・植物の宝庫である。

　栃木県では，昭和56年以来，塩那道路における緑の環境の保全及び復元を図る

一環として，現存及び潜在自然植生の調査という画；期的な事業を横浜国立大学宮

脇教授に依頼し，進めてまいりました。

　この調査は，豊かな自然環境と調和のとれた山岳道路整備計画への基礎資料と

するため，塩那道路周辺における自然植生を手がかりに，気候条件，地形，土壌

断面，代償植生，景観などを，総合して，生態学，植生学的な見地から，植物の

潜在能力を，科学的に把握したものです。この調査報告書によって潜在自然植生

に対する理解が深まり，山岳道路の整備計画，　自然保護，環境創造等の諸施策

に，本書が大いに活用されることを望んでやみません。

　おわりに，この調査にあたり，宮脇教授はじめ，関係各位の献身的なご研究に

対し，ここに深く敬意を表する次第であります。

昭和59年4月

撚痴夢骸、の派
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Preface

　　Enna　Road（Nakash量obara－Itamuro・Nasu　prefectuエal　Road）is　located　in　the　Nikko　Na－

tional　Park　which　is　one　of　the　representative　sightseeing　place　in　Japan．　It　is　a　mou厩a三n

road　between　Shiobara　alld　Itamuro　Hot　Springs　with　the　total　extension　of　50．8km．

Run最ing　through　the　ridges　of　Mts．　Ohsabi－yama（1，908　m），　Kanomata－dake（！，817　m），　Ojika－

dake（1，777　m）and　others，　it　is　placed　in　the　middle　of　nature’s　treasure　land　with　variet三es

of　animals　and　plants．

　　In　an　effort　to　preserve　and　restore　green　nature　along　Enna　Road，　we　have　asked　Prof．

Akira　Miyawaki　of　Yokohama　National　University　to　condact　a　survey　of　actual　and

potential　Ratural　vegetation　in　the　area，　This　epock騨making　undertaking　started　in　1981．

　　The　results　of　the　survey　wiU　be　utilized　as重he　basic　information　fQr　the　Mountain　Road

I磁provement　Plan　that　does　not　disturb　the　rich　natural　environmerlt。　For　this　purpose，

the　natural　vegetation，　climate，　topography，　soil　profile，　subst宝tutional　vegetation，　landscape

a簸dother　factors　along　Enna　Road　have　been　investigated　and　integra宅ed　in　order　to

ecologically　and　phytosociologically　grasp　the　pote面al　capabilities　of　plants．　It　is　my　sin－

cere　hope　that　this　survey　report　will　serve　to　foster　better　understanding　of　the　concept

of　the　potential　natural　vegeta乞ion　and　that　it　will　be．fully　utilized　in　the　formulation　of

the　Mountain　Road　Improvement　Plan，且ature　conservation　and骨nv1ronmental　creation

measures．

　　Iwould　like　to　express　my　deepest　gratitude　andエespect　to　Pro五Miyawaki　and　his

staff　for　their　dedication　to　the　study．

April　1984

｝伊一 励　、

Gavemor　of　Tochigi　Prefecture
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は　じ　め　に

　　Einleitung

　1960年代までの開発至上主義に対応して，1970年代は住民サイドからの告発の時代であった。

個々の地域開発，都市・産業立地開発による自然破壊やいわゆる公害の告発に対して，開発か保

護かと鋭く対立しながらも国，地方公共団体，企業などは，比較的素早く対応してきた。

　しかし，現在なお国，地方公共団体あるいは企業の，かつての自然破壊，公害に対する処置の

仕方の不十分な点もあって住民の自然の利用に対する不聴感が強いところもある。よくいわれる

ようにくく鳥か人か”，　“緑か道路か”，またくく自然保護か開発か”と両極から，あたかも永遠に交

りあおない対立線的に議論される。現実には人間が自然の一員として地球上に生かされているか

ぎり，自然環境とその中心としての生きている緑の保全，失われているところでの積極的な回復

・創造は基本的に人類の永遠の課題である。同時にいつの時代にも政策の基本である。

　反面，我々が水準の高い生活を営もうと望めば今後もある程度の自然の利用，開発も行われな

ければならない。とくに今日のように都市部の生活と山間部などの地方生活との経済的，文化的

格差が大きくなれぽなるほど，いわゆる都市住罠のエゴだけによる狭i義の自然保護の主張だけで

は長持しない。

　一見はげしく対立しているように見える自然の保護とその枠の中での無理の少ない自然の利用

は，本質：的に今日と明日のすべての住民の生命と心を保証する健全な自然との共存・共働にある。

　1980年代は，自然の許容限度を十分な生態学的な現地調査によって科学的に把握する。自然の

許容限界の枠内で無理の少ない自然の利用を地域住民と国や地方公共団体が共に考え，計画する

時である。しかし，山肌をけずって山岳道路を建設しようとすれぽ当然路線沿いの植生は破壊さ

れる。このような開発に際しての傷跡を単にもとに戻すだけの時代は終った。現状以上により安

定した郷土の自然環境を創造する。このような生態学的な十分な科学的研究成果を基礎とした緑

の環境創造は，ドイツの世界に誇るアウトバーン（高速道路）ではすでに1930年代後半から行わ

れている。今では道路沿いに形成された見事な環境保全林が世界の注層を浴びている。

　栃木県北部の県土木部大田原土木事務所管内の感電道路は当初植生調査その他の科学的な現地

調査，植生診断が全く行われないで，いきなり突貫工事的な手荒いやり方で道路建設が行われた。

その結果，各所で斜面崩壊，植生の後退，侵蝕が進んできた。反面，最近の県土木部の整備努力

で，時間の経過と共に崩壊斜面も漸次安定化の方向にむかっている。

　しかし，当時いわゆる斜面緑化として植えられた外国産の牧草であるオニウシノケグサ，低木

のエニシダなどは殆ど消滅してしまっている。一方，土壌の移動の少ない，比較的安定した斜面

では自生のヤナギ類，ヤマハンノキ，ヤシャブシなどの低木が侵：入，生育しはじめている。
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　我々は新しい時代に薄応して，このままに現状で放置しても半永久的に維持，災害防止費用の

嵩む塩那道路周辺の郷土の緑を積極的に保全，創造し，災害防止，道路沿いに保全林の形成を図

るための基礎調査を栃木県土木部の依頼で行っている。昭和56年度の予備調査結果を踏えて，昭

和57年度には塩那道路周辺の概括実地踏査を行った。

　海抜560mの中塩原から鹿又岳の海抜1，800m付近にいたる多様な自然環境に対応した多彩な

植生の配分が塩那道路周辺には発達している。さらに道路の建設によって自然植生が帯状に破壊

されているところも少なくない。

　1982年度の塩那道路ならびに周辺部の調査は，全域にわたって現地踏査による植生調査が行わ

れた。調査澱象域と調査項目が多岐にわたっており，まだ完全な塩那道路周辺の植生調査として

は不十分な点も多々残されている。これらの調査は次年度の具体的な植栽実験の追跡調査と共に

より総合的で完全な成果を得るための継続調査が強く望まれている。

　本調査結果から海抜1，300m以下のブナクラス域の中，下部では生態学的な処方にしたがい，

完全な土砂止め，路面排水工事が土木的に整備されておれぽ郷土の森，地域團有の緑の景観の形

成・創造が可能なことが判定された。

　なお，現地調査中に共に調査に参加されたOtti　Wilmannsフライブルグ大学植物生態学主任教

授，Jes　T取磯博士（何れも西ドイツの植生学の権威）も西ドイツの黒い森Schwarzwaldの

μ」岳道路周辺の環境保全緑化の生態学的成果などと比較考察して，本調査の十分な成果を期待し

ている。その科学的提案が地域住民の将来および現在の豊かな生活と誇れる郷土の緑の積極的創

造に栃木県当局が全力を尽されることを期待している。

　きびしい現地調査に参加・協力戴いている栃木県の関係職員の各位に厚くお礼申し上げたい。

また現地調査では横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究室の大野啓一，中村幸人，塚越

優美子，穴井平明の各氏に御協力戴いた。記して謝意を表したい。


